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第 1 章  プロジェクトの背景・経緯 

1.1  フォローアップ協力の背景・経緯 

エチオピア連邦民主協和国（以下、「エ」国）は、東アフリカの「アフリカの角」地域の中心

にある内陸国である。北はエリトリア、北東はジブチ、東をソマリア、南をケニア、西はスー

ダンに接し、総面積 110.4 万 km2、人口 9,696 万人、GNI536 億ドル、一人当たり GNI は 550 ド

ル（2014 年世銀）である。 

調査対象地域であるアファール州は、首都アディスアベバの北東部にあり、人口約 139 万人

（2007 年国勢調査）、面積 92,371km2 で、そのほとんどが大地溝帯の北西部に位置し、標高 300m

以下の土漠平原となっており、年平均降雨量は約 150mm の乾燥気候帯である。同州はその厳し

い自然条件から「エ」国において最も貧しい州の一つとされており、給水率においても全国平

均と比べて低いため給水状況の改善が急務とされている。 

かかる状況の下、アファール州政府は、2001 年、同国の政府を通じて、我が国に対しアファ

ール州の地方給水事業推進のための無償資金協力を要請した。この要請に基づき、2006 年度か

ら 2008 年度の案件として、無償資金協力「アファール州給水計画」(以下、当初案件)が実施さ

れた。 

当初案件は、給水率を 49.4%から 75.6%まで改善することを目的とし、アファ―ル州の新興 9

町を対象に給水施設を整備し、2010 年 2 月に完工した。しかしながら、2013 年 11 月に事後評

価を実施したところ、9 町のうち 3 町（ネメレフェン、ウェデラゲ、クマミ）の給水施設が稼

働していないことが明らかとなった。また、2015 年 3 月に JICA エチオピア事務所が実施した

現状調査の結果、上記 3 町の他にも、ケレワン、グビドゥラの 2 町においても給水施設に不具

合がある可能性が指摘された。 

このような状況のもと、エチオピア政府は、上記 5 町を対象としたフォローアップ協力（以

下、F/U 協力）を要請した。JICA はこの要請を受け、F/U 協力（調査）の実施を決定し、給水

施設について不具合の特定、原因の調査、改修案の検討のために、2015 年 11 年 29 日から 2016

年 1 月 16 日まで調査団を派遣した。 

 

1.2  フォローアップ協力（調査）の概要 

エチオピア政府からの当初の要請では、当初案件で整備された 9 町のうち、井戸の揚水量の

減少、水中ポンプおよび発電機の不具合等が報告された 5 町（グビドゥラ、ケレワン、ウェデ

ラゲ、ネメレフェン、クマミ）が F/U 協力の対象となっていた。しかし、現地調査を実施する

中でグビドゥラについては、当初案件で設置した発電機が故障したものの、先方実施機関の自

助努力により 2015 年に発電機が交換され施設が再稼働したこと、また同年に商用電力により施

設が電化されたことから、給水施設が適切に使用されていることが確認できた。以上から、F/U

協力および調査の対象を、グビドゥラを除く 4 町（ケレワン、ネメレフェン、ウェデラゲ、ク

マミ）とすることで先方実施機関と合意した。 
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本調査では、上記 4 町の給水施設およびその附帯施設の改修に必要な資機材を特定し、F/U

協力実施案を策定する。また、先方実施機関から揚水量が減少していると報告があったケレワ

ン、ネメレフェンおよびウェデラゲの井戸については、本調査において孔内洗浄および揚水試

験を実施し井戸の機能回復を図る。なお、別途発注する F/U 協力では、調査結果に基づき、機

材調達および機材据付工事を実施し、先方実施機関で対応できない課題に緊急的に対処し、当

初案件で計画された効果の発現を目的とする。 

 

1.3  開発計画 

エチオピア政府は、2015 年に策定した「第 2 次国家開発計画（Second Growth and Transformation 

plan/GTP2）」において、全国の給水状態の改善を重要事項の一つとしている。同計画を受け、

アファール州政府は、「アファール州第 2 次国家開発計画（GTP2）」を策定し、2020 年を目標

年度とした同州の給水率の改善目標を下表のとおり揚げており、本 F/U 協力の実施機関である

アファール州水資源局（The Water Resources Bureau, the Afar National Regional State：以下、AWRB）

が給水分野の実施機関として同計画の実現を図る努力をしている。 

表 1-1 アファール州における給水率の改善目標 

 2015 年度 2020 年度 

都市部 39% 70% 

地方部 34% 64% 

州全体 36% 64% 

 

また、アファール州政府は、上記の数値目標を達成するために、同州における地下水開発計

画として、2016 年から 2020 年の 5 ヵ年における井戸の建設数を以下のとおり計画している。 

表 1-2 アファール州における地下水開発計画 

単位：箇所 

 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 合計 

都市部 4 4 4 4 4 20 

地方部 102 106 106 106 110 530 

緊急対策 15 4 3 3 ― 25 

 

1.4  我が国の援助動向 

我が国による「エ」国の水分野の援助は、1974 年の有償資金協力による水井戸掘削事業団

（WWDA）の設立から始まった。その後、内戦等による内政事情により、援助内容は農業分野

（食糧援助、増産援助）、保健医療分野等を中心とした無償資金協力、研修生の受け入れや、青

年海外協力隊の派遣を中心とした技術協力に限定されてきた。 

その後、1991 年の内戦終結を受けて、我が国は給水事業を中心とした援助を開始し、近年で

は地方村落給水や地方都市給水分野の無償資金協力を数多く実施している。また、1998 年から

は「エ」国の地下水開発・水供給の人材育成を目的とした技術協力プロジェクト「地下水開発・

水供給訓練計画」が実施されている。 
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表 1-3 我が国の援助実績 

協力 

内容 
実施年度 案件名 案件概要 

供与限

度額 

（億円）

無
償
資
金
協
力 

1992 
地下水開発用機材整備計

画 

井戸掘削用機材（井戸掘削機 2 台、資機材運

搬車両 11 台他）の調達 
12.00 

1998-2000 地方都市給水計画 11 都市に対する公共水栓式給水施設の建設 27.97 

2005 アムハラ州給水計画 
60 県 20 郡 148 村に対する 200 本の井戸建設

用資機材の調達 
4.99 

2005-2006 南部諸民族州給水計画 
10 県 14 郡に対する給水施設の建設及び井戸

建設用資機材の調達 
5.17 

2007-2008 アファール州給水計画 
9 小都市に対する公共水栓式給水施設の建設

及び改修 
5.67 

2008 地下水開発機材整備計画

10 箇所の給水分野にかかる人材育成機関及

び 9 校の職業訓練校に対する地下水開発及び

給水事業訓練用機材の調達 

5.57 

2008 緊急給水計画 井戸建設用及び維持管理用資機材の調達 8.00 

2009-2013 オロミア州給水計画 
3 県 46 村落に対する公共水栓式給水施設の

建設及び維持管理用資機材の調達 
10.57 

2010-2014 
ティグライ州地方給水計

画 

ハンドポンプによる 82 箇所の点給水施設の建

設及び 9 箇所の公共水栓式給水施設の建設、

3 箇所の既存給水施設のリハビリ 

13.68 

2013-2015 
アムハラ州南部地方小都

市給水計画 
9 都市に対する公共水栓式給水施設の建設 6.33 

2015-2017 
南部諸民族州リフトバレー

地域給水計画 

10 地方小都市に対する公共水栓式給水施設

の建設及び改修 
13.24 

技
術
協
力 

1998-2005 
地下水開発・水供給訓練

計画（フェーズ 1） 

地下水開発・水供給訓練センター（EWTEC）の

設立、地方州政府職員を対象とした地下水開

発及び給水技術訓練コースの実施 

*** 

2005-2008 
地下水開発・水供給訓練

計画（フェーズ 2） 

水管理技術の研修、官民の水技術者の量・質

の拡大、持続的な技術者の育成、EWTEC の機

能組織強化 

*** 

2007-2011 
地下水開発・水供給訓練

計画（フェーズ 3） 

郡事務所の組織強化、実地研修、ハンドポン

プ・スペアパーツ供給網のモデル事業、適正技

術普及パイロット事業の実施 

*** 

2007-2011 
南部諸民族州給水技術改

善計画プロジェクト 

郡、県、州職員に対して開発計画策定支援活

動、適正技術（ロープポンプ）普及支援活動、

給水施設の維持管理にかかる活動 

*** 

2011-2012 

リフトバレー湖沼地域地下

水開発調査計画プロジェ

クト 

リフトバレー湖沼地域における地下水ポテンシ

ャル評価、水理地質図の策定及び水理地質調

査技術の技術移転 

*** 

2013-2015 
アワシュ川中流域地下水

開発計画プロジェクト 

アワシュ川中流域内の地質図、水理地質図の

作成、地下水開発可能量の評価及び給水計

画策定の技術移転 

*** 

2013-2016 

飲料水用ロープポンプの

普及による地方給水衛

生・生活改善プロジェクト 

南部諸民族州における飲料用ロープポンプの

仕様規格化、普及・流通体制の整備にかかる

活動 

*** 

 



1-4 

 

1.5  他ドナーの援助動向 

対象 4 町のうちクマミおよびウェデラゲでは、

当初案件で建設した給水施設が他ドナーの援助

によって電化されていることが確認された。 

クマミでは、USAID の出資のもと CARE 

Ethiopia が実施者となり、当初案件で建設した給

水施設を 2013 年に商用電力により電化させた。

事業費は、1,600,000 エチオピアブルであり、

USAID とワレダ政府が折半して出資している。事

業内容として、深井戸施設 1 箇所と中継ポンプ施

設 2 箇所が電化されたほか、配水池 1 基および公

共水栓 4 基が建設され給水施設が拡張されている。 

ウェデラゲでは、現地の NGO である ACISDA

により、2014 年に太陽光発電施設による電化事業

が実施された。太陽光発電施設による電化は、フ

ランスの請負業者により、既存井戸および試掘井

戸の 2 箇所で実施された。 

以上のほか、アファール州では次表の事業が他

ドナーにより実施中、または実施が予定されてい

るが、本 F/U 協力との重複がないことが確認され

た。 

 

 

図 1-1 電化された給水施設（クマミ） 

図 1-2 太陽光発電施設（ウェデラゲ） 
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表 1-4 他ドナーまたは NGO によるプロジェクト概要 

金額単位：千 US ドル 

ドナー/実施者名 プロジェクト名 期間 金額 概要 

Amref Health Africa Strengthening the resilience of 

Afar agro pastoralist 

communities to address food 

crises through access to  

water , agriculture  production 

and risk prevention, Afar Region, 

Ethiopia 

2016-

2017 
302 

浅井戸の建設、既存給水施

設のリハビリテーション、O&M

トレーニング 

Islamic Relief 

Ethiopia 

Emergency WASH response to 

drought affected 
2015 不明 

PVC タンクの供与、既存給水

施設のリハビリテーション、

O&M トレーニング、衛生啓発

活動 

Afar WASH rehabilitation and 

development (AWARD) 
2015-

2016 
不明 

給水施設のリハビリテーショ

ン、地域住民の能力開発、衛

生啓発活動 

EEECMY-NCES-D

ASSC -BO 

Afar development project 2015-

2017 
126 

配水施設の拡張、水委員会

の組織・訓練 

COOPI Drought emergency WASH 
2015-

2016 
200 

既存給水施設のリハビリテー

ション、衛生啓発活動、水委

員会の訓練 

Chain of Love for 

Human & 

Environmental 

Development 

Strengthening the resilience of 

communities living in extreme 

poverty on five Kebeles of 

Berahle Woreda, in Afar Regional 

State 

2015-

2017 
不明 

浅井戸給水施設の建設、衛

生啓発活動 

Amref Health Africa Afar WASH and livelihood 

project 

2014-

2015 
1,309

給水施設の建設およびリハ

ビリテーション 
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第 2 章  プロジェクトを取り巻く状況 

2.1  プロジェクトの実施体制 

2.1.1 組織・人員 

本 F/U 協力における実施機関は、アファール州水資源局（The Water Resources Bureau, the Afar 

National Regional State：AWRB）であり、局長以下 160 人の職員を有する。州全体の給水施設の

維持管理は、給水部のうち維持管理課が担当している。同課は、14 名の職員が在籍しており、

その構成は、電気機械技術者 1 名、電気機械工 6 名、水質工 4 名、技術工 3 名となっている。

以下に、AWRB の組織図を示す。 

 

図 2-1 AWRB の組織図 

各対象町の給水施設は、水委員会が自主的に運営維持管理を行うことになっているが、通常、

水委員会は給水施設・設備に関する専門的知識を有する人材が乏しいため、ワレダ（郡）行政

の一部であるワレダ水資源事務所が技術的および財政的な支援を行う役割を担っている。 

 

2.1.2 財政・予算 

AWRB の過去 5 年の予算推移を次表に示す。AWRB の予算額は 2010 年から 2011 年にかけて

微減したものの、その後大幅に増額された。今後も組織強化および開発計画の目標達成の実現

に向け、予算が安定的に増加することが想定される。 
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表 2-1 AWRB の予算推移 

単位：エチオピアブル 

年度 経営経費 投資経費 合計 

2011 9,094,229 54,302,049 63,396,278  

2012 10,875,104 47,666,289 58,541,393  

2013 14,258,720 77,482,410 91,741,130  

2014 19,758,722 102,825,000 122,583,722  

2015 23,025,076 125,149,661 148,174,738  

合計 77,011,851 407,425,409 484,437,261  

 

2.1.3 既存機材 

AWRB が所有する主な機材は下表のとおりである。2005 年に給水施設建設公社（Water Works 

Construction Enterprise：WWCE）が設立され、技術者および建設機械の多くが移管されたため、

AWRB が所有する機材は限られている。州全体の給水施設の維持管理を実施するためには、機

材数が不足している。 

表 2-2 AWRB の主な所有機材 

機材名 台数 状態 備考 

井戸掘削機 
1 良好 2004 年、UNICEF 

1 良好 2014 年 

揚水試験機材搭載クレーン付トラック 1 良好 2009 年、当初案件 

サービスリグ 
1 良好 2009 年、当初案件 

1 老朽化 2002 年 

モバイルワークショップ 
1 良好 2013 年 

1 良好 2004 年、スペイン政府 

給水車 
2 良好 2011 年、環境プログラム無償 

1 老朽化 2000 年 

AWRB は、セメラ市内に資機材置き場および倉庫を有しており、水中ポンプ、配管、フィッ

ティング類や維持管理用機材の交換部品等を保管している。 

図 2-2 資材置き場の HDPE 管 図 2-3 保管倉庫内 
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2.2  プロジェクトサイトの状況 

2.2.1 既存施設 

(1) ケレワン 

1) 既存井 

既存の水中ポンプ（9.3kW）、および井戸口元の流量計は稼働している。本施設の動力には、

2013 年に電化された商用電力が使用されている。発電機（30KVA）は燃料噴射ポンプ等が故障

しているものの、本施設が電化されたことで修理されずに放置されている。 

 

 

2) 生産井 

当初案件で建設された生産井は、先方から揚水量が減少したとの報告があったため、本調査

で孔内洗浄および揚水試験を実施した。当初案件で設置した水中ポンプ（11kW）は 2010 年に

故障したため、AWRB が水中ポンプを交換している。その後、水中ポンプが再び故障したため

18.5kW の水中ポンプと交換された。ただし、同ポンプは、インペラが故障しているため仕様通

りの能力が発揮されていない。井戸口元の流量計および圧力計はともに稼働している。当初案

件で設置した発電機（42KVA）は、2013 年まで使用されていたが、施設が電化されて以来使用

されていない。 

図 2-4 既存井 図 2-5 既存発電機 

図 2-6 生産井 図 2-7 発電機 
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3) 既存配水池 

既存配水池（50m3）は、問題なく使用されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

4) 配水池 

当初案件で建設された配水池（100m3）は、問

題なく使用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 既存公共水栓 No.1 

既存公共水栓 No.1 は稼働しているが、流量計

および仕切弁が故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-8 既存配水池 

図 2-9 配水池 

図 2-10 既存公共水栓 No.1 の弁室 
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6) 既存公共水栓 No.2 

既存公共水栓 No.2 は、周辺に各戸給水が普及

したことから使用されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

7) 既存公共水栓 No.3 

既存公共水栓 No.3 は、周辺に各戸給水が普及

したことから使用されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

8) 既存公共水栓 No.4 

既存公共水栓 No.4 は稼働しているが、流量計

および仕切弁が故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-11 既存公共水栓 No.2 

図 2-12 既存公共水栓 No.3 

図 2-13 既存公共水栓 No.4 の弁室 
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9) 公共水栓 No.1 

当初案件で建設された公共水栓 No.1 は、水が出

ないとの理由から使用されていない。周辺の各戸

水栓から水が出ているため配水管に問題はなく、

弁室内の仕切弁の不具合が原因と考えられる。弁

室内の流量計は取り外されている。 

 

 

 

 

10) 公共水栓 No.2 

公共水栓 No.2 は、稼働中である。仕切弁および

流量計はともに稼働している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) ネメレフェン 

1) 既存井 

既存井は、水中ポンプが井戸内に落下して以来

使用されていない。同井戸は、塩分濃度が高く飲

用として使用されていないことから復旧の対象と

しない。 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-14 公共水栓 No.1 

図 2-15 公共水栓 No.2 

図 2-16 既存井 
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2) 試掘井 

試掘井は、揚水量が少なくなったとの理由から 2012 年から使用されなくなった。よって、本

調査で孔内洗浄および揚水試験を実施し、井戸能力の回復と適性揚水量の把握を行った。 

当初案件で設置した水中ポンプ（3kW）は、上記の理由により 2012 年から使用されておらず

井戸内に放置されたままであり、本調査において動作確認を行ったが稼働しなかった。揚水管

は、接続ネジが腐食している。また、井戸口元の流量計および圧力計はともに故障している。

当初案件で設置した発電機（18kVA）は、オルタネーター等が故障しているものの、修理され

ずに放置されている。 

 

 

3) 生産井 

生産井では、当初案件で設置した水中ポンプ（4kW）が稼働している。配電盤についても問

題なく稼働している。井戸口元の流量計および圧力計はともに故障している。当初案件で設置

した発電機は、2014 年に故障したため、AWRB が新しい発電機（17KVA）と交換し、現在も稼

働している。 

 

 

 

図 2-18 発電機 図 2-17 試掘井 

図 2-20 発電機 図 2-19 生産井 
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4) 既存配水池 

既存配水池（50m3）は、既存井から送水され

なくなったため現在は使用されていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5) 配水池 

当初案件で建設された配水池（50m3）は問題

なく使用されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

6) 既存公共水栓 No.1 

既存公共水栓 No.1 は、学校内に建設されてお

り稼働している。流量計および仕切弁は故障して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-21 既存配水池 

図 2-22 配水池 

図 2-23 既存公共水栓 No.1 
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7) 既存公共水栓 No.2 

既存公共水栓 No.2 は民家の敷地内で使用され

ている。流量計および仕切弁はともに稼働して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

8) 既存公共水栓 No.3 

既存公共水栓 No.3 は使用されている。流量

計および仕切弁は故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9) 既存公共水栓 No.4 

既存公共水栓 No.4 は使用されている。流量計

は稼働しているが、仕切弁が故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-24 既存公共水栓 No.2 

図 2-25 既存公共水栓 No.3 

図 2-26 既存公共水栓 No.4 
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10) 公共水栓 No.1 

当初案件で建設された公共水栓 No.1 は使用さ

れている。流量計および仕切弁はともに稼働して

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

11) 公共水栓 No.2 

当初案件で建設された公共水栓 No.2 は使用さ

れている。流量計は稼働しているが、仕切弁が故

障している。 

 

 

 

 

 

 

 

12) 公共水栓 No.3 

公共水栓 No.3 は使用されている。流量計およ

び仕切弁は故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-27 公共水栓 No.1 

図 2-28 公共水栓 No.2 

図 2-29 公共水栓 No.3 
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13) 送水管 

当初案件で建設された送水管（HDPE 管 90mm）

に漏水があることが確認された。また、弁室内に

設置された空気弁 2 個が取り外されている。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) ウェデラゲ 

1) 既存井 

当初案件で設置した水中ポンプ（4kW）は 2014 年に故障したため、AWRB が交換し現在も稼

働している。井戸口元の流量計は故障している。本施設は、ACISDA によって 2014 年に太陽光

発電により電化されており、発電機（15KVA）はバックアップ電源として使用されている。 

 

 

2) 試掘井 

当初案件で設置した水中ポンプ（3kW）は稼働している。井戸口元の流量計および圧力計は

ともに稼働している。本施設も ACISDA によって 2014 年に太陽光発電により電化されている。

当初案件で設置した発電機（18KVA）は、コントロールシステム、オルタネーター等が故障し

ており使用されていない。 

 

 

図 2-32 発電機 図 2-31 既存井 

図 2-30 送水管および弁室 
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3) 生産井 

生産井は発電機を動力源として稼働させていたが、上述のとおり 2014 年に既存井および試掘

井が電化されたことにより、燃料費が高いとの理由から使用されなくなった。ただし AWRB に

よると、同町では給水量が不足していることから、本井戸を復旧させて使用する必要があると

のことであった。また、燃料費が捻出できずに施設が使用されなくなった問題については、運

転コストを抑えるために AWRB が将来的に施設を電化する意向を示した。以上から本施設の再

稼働を前提に、本調査で井戸の孔内洗浄および揚水試験を実施し、井戸能力の回復と適性揚水

量の把握を行った。 

当初案件で設置した水中ポンプ（3kW）は、施設が使用されなくなった後も井戸内に放置さ

れており、本調査において動作確認を行ったところ稼働しなかった。揚水管は、接続ネジが腐

食している。井戸口元の流量計は取り外されており、また圧力計、逆止弁および空気弁にも不

具合がある。当初案件で設置した発電機（18KVA）は、上述の理由より 2014 年から使用さてい

ない。 

 

 

 

 

図 2-33 試掘井 図 2-34 発電機 

図 2-35 生産井 図 2-36 発電機 



2-13 
 

4) 既存高架水槽 

既存高架水槽（50m3）は、問題なく稼働してい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

5) 既存公共水栓 No.1 

既存公共水栓 No.1 は、使用すると下流水栓の水

圧が低くなるとの理由から使用されていない。

AWRB によると、当初から使用頻度が少なかったた

め、今後も使用しないとのことであった。 

 

 

 

 

 

 

6) 既存公共水栓 No.2 

既存公共水栓 No.2 は使用されている。流量計は

稼働しているが、仕切弁は故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-37 既存高架水槽 

図 2-38 既存公共水栓 No.1 

図 2-39 既存公共水栓 No.2 
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7) 既存公共水栓 No.3 

既存公共水栓 No.3 は使用されている。流量計は

稼働しているが、仕切弁は故障している。 

 

 

 

 

 

 

8) 公共水栓 No.1 

当初案件で建設された公共水栓 No.1 は使用され

ている。流量計は稼働しているが、仕切弁は故障し

ている。 

 

 

 

 

 

 

9) 公共水栓 No.2 

当初案件で建設された公共水栓 No.2 は使用さ

れている。流量計は稼働しているが、仕切弁は故障

している。 

 

 

 

 

 

 

(4) クマミ 

1) 生産井 

当初案件で設置した水中ポンプ（11kW）は、2011 年に故障したため AWRB により交換され

た。その後も水中ポンプの故障が相次ぎ、現在は 4 台目の水中ポンプが設置されている。ただ

し、現在設置されている水中ポンプは揚水能力が低いとの報告があり、また仕様については不

明である。井戸口元の流量計および圧力計はともに故障している。本施設は 2013 年に商用電力

図 2-40 既存公共水栓 No.3 

図 2-41 公共水栓 No.1 

図 2-42 公共水栓 No.2 
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により電化されており、当初案件で設置した発電機（42KVA）は、現在バックアップ電源とし

て使用されている。 

 

 

2) 集水井 No.1 

当初案件で設置された中継ポンプ（11kW）は稼働しているものの、ポンプ本体から多量の漏

水が確認された。また、ポンプ周りの配管からも漏水が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本施設が 2013 年に電化されたことから、当

初案件で設置された発電機（40KVA）は使用さ

れていない。 

 

 

 

 

 

 

図 2-44 発電機 図 2-43 生産井 

図 2-46 ポンプ周りの配管 図 2-45 中継ポンプ 

図 2-47 発電機 
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3) 集水井 No.2 

当初案件で設置した中継ポンプ（11kW）は 2015 年に故障したため、予備の中継ポンプ（11kW）

と交換された。本中継ポンプも本体から多少の漏水が確認されている。ポンプ周りの流量計お

よび配管に問題はない。本施設も 2013 年に電化されているため、当初案件で設置された発電機

（40KVA）は使用されていない。 

 

 

4) 配水池 

当初案件で建設された配水池（50m3）は、問

題なく稼働している。 

 

 

 

 

 

 

5) 他ドナーによって建設された配水池 

CARE Ethiopia の電化事業により新たな配水

池（50m3）が当初案件の配水池に隣接して建設

された。両配水池は地中に埋設された接続管に

よって連結されている。 

 

 

 

 

 

図 2-48 中継ポンプ 図 2-49 発電機 

図 2-50 配水池 

図 2-51 他ドナーによって建設された配水池 
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6) 公共水栓 No.1 

当初案件で建設された公共水栓 No.1 は使用さ

れている。流量計は稼働しているが、仕切弁は

故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

7) 公共水栓 No.2 

当初案件で建設された公共水栓 No.2 は使用さ

れている。流量計は稼働しているが、仕切弁は

故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

8) 公共水栓 No.3 

当初案件で建設された公共水栓No.3は使用さ

れている。流量計は稼働しているが、仕切弁は

故障している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-52 公共水栓 No.1 

図 2-53 公共水栓 No.2 

図 2-54 公共水栓 No.3 
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9) 他ドナーによって建設された公共水栓 

CARE Ethiopiaによる電化事業によって 4基の

公共水栓が建設された。4 基の公共水栓はいずれ

も使用されている。同公共水栓のうち 3 基は当

初案件で建設された配水管と接続されており、

残りの 1 基は中継ポンプ No.1 の集水井から配水

されている。 

 

 

 

 

10) 送水管 

AWRB によると、送水管に設置されたすべて

の空気弁が周辺に住む遊牧民によって破壊さ

れたとのことであった。空気弁の弁室は、更な

る破壊を防ぐために、コンクリートまたは礫に

よりふさがれている。 

 

 

 

 

 

遊牧民が送水管の漏水箇所に溜まった水を無

料で取水している。給水施設の適切な運営維持

管理のためには漏水を補修する必要があるが、

周辺に住む遊牧民の水源になっていることから、

漏水の対処は AWRB が行うこととなった。 

 

 

 

 

 

図 2-55 他ドナーによって建設された公共水栓

図 2-56 空気弁室 

図 2-57 送水管漏水箇所 
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(5) 既存施設の不具合 

現地調査の結果、すべての町で給水施設が稼働しているものの、一部で資機材の不具合が確

認された。当初案件で建設した給水施設の機能を復旧させるためには、不具合がある資機材に

ついて適切に対処する必要がある。不具合が確認された資機材を下表に示す。 

表 2-3 不具合がある資機材 

町 給水施設 資機材 仕様 不具合の内容 備考

ケレワン 既存井 発電機 30KVA 故障 電化あり

生産井 水中ポンプ 18.5kW 容量不足

発電機 42KVA 使用されず放置 電化あり

既存公共水栓No.1 流量計 DN25, PN10 故障

仕切弁 DN25, PN10 故障

既存公共水栓No.4 流量計 DN25, PN10 故障

仕切弁 DN25, PN10 故障

公共水栓No.1 流量計 DN40, PN10 故障

仕切弁 DN40, PN10 故障

ネメレフェン 試掘井 水中ポンプ 3kW 故障

揚水管 DN50, PN16 損傷

発電機 18KVA 故障

流量計 DN65, PN16 故障

圧力計 DN65, PN16 故障

生産井 流量計 DN65, PN16 故障

圧力計 DN65, PN16 故障

既存公共水栓No.1 流量計 DN25, PN10 故障

仕切弁 DN40, PN10 故障

既存公共水栓No.3 流量計 DN25, PN10 故障

仕切弁 DN40, PN10 故障

既存公共水栓No.4 仕切弁 DN40, PN10 故障

公共水栓No.2 仕切弁 DN40, PN10 故障

公共水栓No.3 流量計 DN40, PN10 故障

仕切弁 DN40, PN10 故障

送水管 空気弁 DN50, PN16 故障

HDPE管 DN90, PN16 漏水

ウェデラゲ 既存井 流量計 DN50, PN16 故障

試掘井 発電機 18KVA 故障 電化あり

生産井 水中ポンプ 3kW 故障

揚水管 DN50, PN16 損傷

発電機 18KVA 使用されず放置

流量計 DN65, PN16 故障

圧力計 DN65, PN16 故障

逆止弁 DN65, PN16 故障

空気弁 DN65, PN16 故障

仕切弁 DN65, PN16 故障

既存公共水栓No.2 仕切弁 DN25, PN10 故障

既存公共水栓No.3 仕切弁 DN40, PN10 故障

公共水栓No.1 仕切弁 DN40, PN10 故障

公共水栓No.2 仕切弁 DN40, PN10 故障

クマミ 生産井 水中ポンプ 11kW 容量不足

流量計 DN65, PN16 故障

圧力計 DN65, PN16 故障

集水井No.1 中継ポンプ 11kW 漏水

発電機 40KVA 使用されず放置 電化あり

流量計 DN65, PN16 故障

仕切弁 DN40, PN16 故障

集水井No.2 中継ポンプ 11kW 漏水

発電機 40KVA 使用されず放置

公共水栓No.1 仕切弁 DN40, PN10 故障

公共水栓No.2 仕切弁 DN40, PN10 故障

公共水栓No.3 仕切弁 DN40, PN10 故障

送水管 空気弁 DN50, PN16 故障

HDPE管 DN110, PN16 漏水  
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2.2.2 運営維持管理体制の状況 

当初案件の対象 9 町における給水施設の運営維持管理の活動状況をワレダ水資源事務所への

ヒアリングにより確認した。ヒアリングの結果、水委員会により運営維持管理が実施されてい

る町が 4 町、水委員会が機能しておらずワレダ水資源事務所が運営維持管理している町が 5 町

となった。下表に各町の運営維持管理活動の状況を示す。 

表 2-4 運営維持管理活動の状況 

町 1. 施設稼働状況 2. 水委員会 3. O&M 活動状況 4. 運営状況 

グビドゥラ 稼働している 
組織されているが活

動していない 

ワレダ水資源局により

維持管理されている 

銀行口座あり 

収支記録あり 

ケレワン 稼働している 組織されていない 
ワレダ水資源局により

維持管理されている 

銀行口座なし 

収支記録なし 

ネメレフェン 稼働している 
組織されているが活

動していない 

ワレダ水資源局により

維持管理されている 

銀行口座なし 

収支記録なし 

ウェデラゲ 稼働している 
組織されているが活

動していない 

ワレダ水資源局により

維持管理されている 

銀行口座なし 

収支記録なし 

クマミ 稼働している 
組織されているが活

動していない 

ワレダ水資源局により

維持管理されている 

銀行口座なし 

収支記録なし 

デライトゥ 稼働している 
組織されており活動し

ている 

水委員会により維持管

理されている 

銀行口座なし 

収支記録あり 

チフラ 稼働している 
組織されており活動し

ている 

水委員会により維持管

理されている 

銀行口座あり 

収支記録あり 

エリウハ 稼働している 
組織されており活動し

ている 

水委員会により維持管

理されている 

銀行口座なし 

収支記録なし 

ドゥレチャ 稼働している 
組織されており活動し

ている 

水委員会により維持管

理されている 

銀行口座あり 

収支記録なし 

  

2.2.3 孔内洗浄および揚水試験 

(1) 概要 

AWRB より揚水量の減少が報告されたケレワン、ネメレフェン、および 1 年間使用されてい

なかったウェデラゲの井戸について、機能回復および適性揚水量の把握を目的として、本調査

で孔内洗浄および揚水試験を実施した。対象井戸および試験項目は以下のとおりである。 

表 2-5 対象井戸および試験項目 

町 井戸の種類 
試験項目 

水位測定 孔内洗浄 揚水試験 簡易水質分析

ケレワン 生産井 1 式 1 式 1 式 1 式 

ネメレフェン 試掘井 1 式 1 式 1 式 1 式 

ウェデラゲ 生産井 1 式 1 式 1 式 1 式 

 

本調査で実施する孔内洗浄および揚水試験の実施については、先方の自助努力を引き出す目

的で、AWRB に当初案件で供与した井戸改修機材の使用を依頼した。しかし本調査時において

「エ」国ではエルニーニョ現象による大干ばつが発生しており、深刻な食料不足が起こるとと
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もにとくに遊牧民が多いアファール州では多くの家畜が失われるなど大きな被害が出ていた。

以上から、同州では給水状態の改善が急務とされており、当初案件で供与された井戸改修機材

も大干ばつの緊急対応に使用されている状況であった。よって、供与機材を本調査に活用する

ことは困難と判断し、孔内洗浄および揚水試験は民間業者への再委託で対応する方針とした。 

 

(2) 試験方法 

1) 水位測定 

試験前に対象井戸の静水位を測定し、建設時との水位変動を確認する。 

2) 孔内洗浄 

井戸の機能回復を目的として孔内洗浄を実施する。洗浄方法はエアリフト工法とし、エアコ

ンプレッサーで孔内に送った空気が地上に上がる際の吸引作用を利用してスクリーンおよびケ

ーシング周囲の目詰まりを除去する。洗浄時間は 12 時間程度とする。 

3) 揚水試験 

① 予備揚水試験 

孔内洗浄後、次に続く段階揚水試験の資料を得るために予備揚水試験を実施する。試験時間

は 2 時間程度とする。 

② 段階揚水試験 

限界揚水量および適性揚水量を求めるために段階揚水試験を実施する。往復 5 段階で各段階

は 2 時間の揚水とする。 

③ 連続揚水試験 

帯水層の性状を判定するための係数を求めるために連続揚水試験を実施する。試験時間は 24

時間とする。 

④ 回復試験 

連続揚水試験後、水位の復元性を調査するために回復試験を実施する。試験時間は水位が回

復するまで、または 12 時間とする。 

4) 簡易水質分析 

揚水試験時に簡易水質分析器により地下水の水質を測定する。水質分析項目は、電導度（EC）、

pH および水温とする。 

 

(3) 試験結果 

1) 水位測定 

本調査で測定した静水位を建設時の静水位と併せて下表に示す。 
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表 2-6 水位測定結果 

町 
静水位（m) 

調査結果 
本調査 建設時 

ケレワン 24.21 26.00 
本調査の静水位は建設時の静水位とほぼ同じレベル

であった 

ネメレフェン 7.99 8.00 
本調査の静水位は建設時の静水位とほぼ同じレベル

であった 

ウェデラゲ 19.62 25.14 
本調査の静水位は建設時の静水位より浅い結果とな

った 

 上表のとおり、すべての井戸で本調査の静水位が建設時の静水位とほぼ同じまたは浅い結

果となった。以上から、滞水層の地下水賦存量は、建設当時から大きく減少していないものと

推定される。 

2) 孔内洗浄 

① ケレワン 

地下水は洗浄開始から 10 分以内で濁りがなくなり、その後も 7L/s から 10L/s 程度の流量を確

保しながら途切れることなく排出された。以上の状況から、孔内洗浄は成功したものと判断で

きる。 

② ネメレフェン 

地下水は洗浄開始から 10 分以内で濁りがなくなり、その後も 3L/s 前後の流量を確保しなが

ら途切れることなく排出された。以上の状況から、孔内洗浄は成功したものと判断できる。 

③ ウェデラゲ 

地下水は洗浄開始から 10 分以内で濁りがなくなり、その後も 2L/s から 3L/s 程度の流量を確

保しながら途切れることなく排出された。以上の状況から、孔内洗浄は成功したものと判断で

きる。 

3) 揚水試験 

① ケレワン 

揚水試験の結果、限界揚水量は 6.7L/s 以上、動水位は 31m 付近と判断できる。適性揚水量を

限界揚水量の 70%とした場合、適性揚水量は 4.69L/s 以上となることから、本井戸は計画揚水量

4.65L/s を安定的に揚水できると判断できる。また、動水位 31m は計画のポンプ位置 78m に対

して十分な深さがあるため問題がない。 

② ネメレフェン 

揚水試験の結果、限界揚水量は 2.5L/s、動水位は 28m（揚水量 2.0L/s の場合）付近と判断で

きる。適性揚水量を限界揚水量の 70%とした場合、適性揚水量は 1.75L/s となることから、本井

戸は計画揚水量 1.50 L/s を安定的に揚水できると判断できる。また、動水位 28m は計画のポン

プ位置 42m に対して十分な深さがあるため問題がない。 

③ ウェデラゲ 

揚水試験の結果、限界揚水量は 1.81L/s 以上、動水位は 57m 付近と判断できる。適性揚水量

を限界揚水量の 70%とした場合、適性揚水量は 1.27L/s 以上となることから、本井戸は計画揚水
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量 1.20L/s を安定的に揚水できると判断できる。また、動水位 57m は計画のポンプ位置 60m に

対して余裕がない。よって、ポンプ位置を 78m に変更し、動水位に対して十分な深さを確保す

る計画とする。 

4) 簡易水質分析 

① ケレワン 

電導度（EC）が 620μS/cm 前後、pH が 7.5 前後、水温が 27℃から 28℃の範囲にあり、この値

を見る限り本井戸の地下水は飲用に適合している。 

② ネメレフェン 

電導度（EC）が 840μS/cm から 885μS/cm、pH が 7.6 前後、水温が 27℃から 29℃の範囲にあ

り、この値を見る限り本井戸の地下水は飲用に適合している。 

③ ウェデラゲ 

電導度（EC）が 1,040μS/cm から 1,230μS/cm、pH が 7.2 から 7.5、水温が 31℃から 35℃の範

囲にあり、飲用としては電導度が高い値を示した。ただし、本地下水は他の 2 井の地下水と混

合・希釈して使用されるため、飲用として使用できると判断できる。 
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第 3 章  プロジェクトの内容 

3.1  フォローアップ協力の概要 

F/U 協力では、調査結果に基づき、資機材の調達並びに据付工事を実施し、AWRB が対応で

きない課題に緊急的に対処し、当初案件で計画した効果の発現を目的とする。 

 

3.2  フォローアップ協力の概略設計 

3.2.1 設計方針 

(1) 基本方針 

 F/U 協力の対象町は、先方政府から要請があった 5 町（グビドゥラ、ケレワン、ウェデ

ラゲ、ネメレフェン、クマミ）のうち、AWRB の自助努力により施設が適切に使用され

ていることが確認できたグビドゥラを除く 4 町（ケレワン、ネメレフェン、ウェデラゲ、

クマミ）とすることで AWRB と合意した。F/U 協力では上記の 4 町を対象に、当初案件

で建設した給水施設の機能復旧を目的として、現地調査で不具合が確認された資機材の

調達および据付工事を実施する。 

 HDPE 管の漏水が確認されたネメレフェンおよびクマミについては、AWRB から補修用

溶接機の調達について要望があった。補修用溶接機の調達は、継続的な維持管理に資す

るとの判断から、F/U 協力に含める方針とする。 

 

(2) 自然環境条件に対する方針 

 対象町は大地溝帯（リフトバレー）の低地部の西端に南北に分布している。標高は 650m

から 1050m の範囲にあり、概ね熱帯乾燥気候に属し、年間平均気温が 35℃から 40℃、

降水量が年間 380mm 程度と非常に過酷な自然条件となっている。以上から、発電機の仕

様は対象地域の気候条件に即して決定する。 

 リフトバレーは地殻構造上、アフリカプレートとインド洋プレートが離れる裂開運動に

より形成され、所々で火山活動が見られる。そのため対象町の一つであるクマミでは、

火山活動の影響を受けて地下水の温度が 40℃近くになる。以上から、水中ポンプの仕様

は、対象地域の地下水条件に即して決定する。 

 

(3) 社会経済条件に対する方針 

 「エ」国では、経済成長における電力開発の重要性に鑑み、国家開発計画において発電

量の増加目標を設定し、同計画の実現を図る努力をしている。対象町においても電化事

業が進められており、商用電力や太陽光発電による給水施設の電化が確認できる。発電

機の運転コストが高いとの理由から使用されなくなったウェデラゲの生産井については、

AWRB から将来的に施設を電化する意向が示されたことから F/U 協力の対象としたが、

上述の計画および実現努力を鑑みると実現性が高いと判断できる。 
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 現地調査の結果、クマミにおいて、遊牧民が給水施設の漏水箇所に溜まった水を無料で

取水していることが確認された。給水施設の適切な運営維持管理のためには漏水補修が

必要であるが、周辺に住む遊牧民の水源になっていることから、漏水の対処は AWRB が

行う。 

 

(4) 調達事情にかかる方針 

 対象の資機材のうち、弁類やメーター等の配管類は「エ」国内の市場にて入手可能であ

る。AWRB およびワレダ水資源局は、配管類の設置および交換作業を自らで行っている

実績があるため、配管類にかかる F/U 協力の範囲は資材の調達までとする。 

 ポンプおよび発電機が長期的且つ継続的に維持管理されるためには、精度の高いメンテ

ナンスサービスが受けられること、また確実に純正部品の調達ができることが重要であ

る。以上から、ポンプおよび発電機の調達については、メーカーまたは代理店が「エ」

国に存在していることを原則とする。 

 

(5) 請負業者にかかる方針 

 本 F/U 協力の内容は特殊な機材の調達および工事を含まないことから、現地業者による

業務遂行が可能と判断できる。よって、請負業者の国籍は限定しない方針とする。ただ

し、プロジェクトの品質確保の点から、請負業者の選定は指名競争入札によることが望

ましい。 

 

(6) 運営維持管理に対する方針 

 現地調査の結果、対象町の給水施設は、水委員会または水委員会が機能していない場合

はワレダ水資源局によって運営維持管理されていることが確認された。ただし、給水施

設は水委員会が自主的に運営維持管理を行うことが原則であるため、運営維持管理体制

の改善が必要である。以上から、運営維持管理体制の改善の一助となることを目的とし、

水委員会を対象とした運営維持管理マニュアル案、および AWRB とワレダ水資源局を対

象とした運営維持管理指導計画案を本調査において作成する。 

 HDPE 管溶接機の使用にあたっては特殊な技術が必要となることから、メーカーまたは

代理店の専門技術者によるAWRBのオペレーターに対する初期操作指導をF/U協力に含

める方針とする。 

 

(7) 機材計画にかかる方針 

 当初案件で設置した発電機は、メーカーまたは代理店が「エ」国に存在しておらず、適

切な維持管理が行われていない。よって、今後、長期にわたり持続して使用されること

を目的に同発電機を、メーカーまたは代理店が「エ」国に存在する発電機にすべて交換
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する方針とする。ただし、電化された施設については、発電機の必要性が低いことから

対象外とする。 

 ウェデラゲの生産井施設は将来的に電化される予定であるが時期が未定であることから、

発電機を上述の方針に基づき交換する方針とする。 

 当初案件で調達したクマミの予備中継ポンプはすでに使用されていることから、本 F/U

協力で予備のポンプを調達する。ポンプ数量は、集水井 No.1 および No.2 の予備として

2 基とする。 

 主要機材であるポンプおよび発電機は、確実に対象箇所に設置される必要があることか

ら、本 F/U 協力に据付工事を含める方針とする。 

 送配水施設のメーターや弁等の配管類は、AWRB またはワレダ水資源事務所により設

置・交換が可能であることから、本 F/U 協力では調達までとし据付工事を含めない方針

とする。 

 HDPE 管溶接機は、機材調達および初期操作指導を本 F/U 協力に含める方針とする。 

 

(8) 調達方法、工期にかかる方針 

 「エ」国では、貿易取引の際に必要となる信用状（L/C）の発行に時間を要することから、

所要期間を適切に工期に含めることとする。 

 据付工事期間は、雨期または現地の祝日前後の長期休暇にかからないよう適切に計画す

る。 
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3.2.2 基本計画 

(1) 機材計画 

上述の設計方針に基づき、F/U 協力で調達する資機材を下表のとおり計画する。 

表 3-1 資機材計画 

町 給水施設 資機材 仕様 単位 数量

ケレワン 生産井 水中ポンプ Q=4.65L/s, H=112m 基 1

既存公共水栓No.1 流量計 DN25, PN10 個 1

仕切弁 DN25, PN10 個 1

既存公共水栓No.4 流量計 DN25, PN10 個 1

仕切弁 DN25, PN10 個 1

公共水栓No.1 流量計 DN40, PN10 個 1

仕切弁 DN40, PN10 個 1

ネメレフェン 試掘井 水中ポンプ Q=1.5L/s, H=112m 基 1

揚水管 DN50, PN16 m 42

流量計 DN65, PN16 個 1

圧力計 DN65, PN16 個 1

発電機 10KVA（参考値） 基 1

生産井 流量計 DN65, PN16 個 1

圧力計 DN65, PN16 個 1

既存公共水栓No.1 流量計 DN25, PN10 個 1

仕切弁 DN40, PN10 個 1

既存公共水栓No.3 流量計 DN25, PN10 個 1

仕切弁 DN40, PN10 個 1

既存公共水栓No.4 仕切弁 DN40, PN10 個 1

公共水栓No.2 仕切弁 DN40, PN10 個 1

公共水栓No.3 流量計 DN40, PN10 個 1

仕切弁 DN40, PN10 個 1

送水管 空気弁 DN50, PN16 個 2

ウェデラゲ 既存井 流量計 DN50, PN16 個 1

生産井 水中ポンプ Q=1.2L/s, H=126m 基 1

揚水管 DN50, PN16 m 78

流量計 DN65, PN16 個 1

圧力計 DN65, PN16 個 1

逆止弁 DN65, PN16 個 1

空気弁 DN65, PN16 個 1

仕切弁 DN65, PN16 個 2

発電機 10KVA（参考値） 基 1

既存公共水栓No.2 仕切弁 DN25, PN10 個 1

既存公共水栓No.3 仕切弁 DN40, PN10 個 1

公共水栓No.1 仕切弁 DN40, PN10 個 1

公共水栓No.2 仕切弁 DN40, PN10 個 1

クマミ 生産井 水中ポンプ Q=3.1L/s, H=266m 基 1

流量計 DN65, PN16 個 1

圧力計 DN65, PN16 個 1

集水井No.1 中継ポンプ Q=3.1L/s, H=158m 基 1

流量計 DN65, PN16 個 1

仕切弁 DN40, PN16 個 1

中継ポンプ（予備） Q=3.1L/s, H=158m 基 1

集水井No.2 中継ポンプ（予備） Q=3.1L/s, H=158m 基 1

公共水栓No.1 仕切弁 DN40, PN10 個 1

公共水栓No.2 仕切弁 DN40, PN10 個 1

公共水栓No.3 仕切弁 DN40, PN10 個 1

送水管 空気弁 DN50, PN16 個 10

HDPE管溶接機 DN40-160 基 1

：据付工事対象機材  
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3.2.3 調達計画 

(1) 調達方針 

 本 F/U 協力における請負業者は、原則として指名競争入札により選定する。なお、応札

社の国籍は限定しないものとする。 

 調達機材のうち HDPE 管溶接機は「エ」国で普及していないものの、同国市場で調達可

能であることが確認できている。その他の機材については、「エ」国で流通または代理店

を通して調達可能である。据付工事については、「エ」国内に多数の井戸業者が存在し、

経験も豊富であることから問題なく実施できるものと判断する。以上から、請負業者は

1 社で以上の業務内容に対応できるものと判断し、機材調達のロット分けは行わない方

針とする。 

 

(2) 調達上の留意事項 

 ポンプおよび発電機の調達については、メーカーまたは代理店が「エ」国に存在してい

ることを必要条件とすることから、入札時の確認が重要となる。 

 ポンプおよび発電機は、所定の箇所に適切に設置される必要があることから、据付工事

の管理・確認が重要となる。 

 

(3) 負担区分 

本 F/U 協力にかかる請負業者および先方実施機関の負担区分を下表に示す。 

表 3-2 負担区分 

業務内容 業者側 「エ」国側

1. 機材調達   

機材調達 ○  

輸送 ○  

動力源の確保（予算措置を含む）  ○ 

通関業務 ○  

輸入許認可等  ○ 

2.  据付工事   

許認可に係る業務  ○ 

作業箇所の確保  ○ 

住民への説明 ○ ○ 

据付工事（工事に必要となる給水源、動力源の確保を含む） ○  

維持管理  ○ 

3. 本業務関係者の出入国・滞在に必要な許認可・手続き及びその諸費用  ○ 

4. 本業務実施に必要な許認可手続き  ○ 

5. 実施機関または関連機関の職員の日当旅費の負担  ○ 

6. 定期検査、竣工検査および引渡し検査の実施 ○ ○ 
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(4) 調達監理計画 

既述のとおり、本 F/U 協力では、主要機材であるポンプおよび発電機について、メーカーま

たは代理店が「エ」国に存在していること、および機材が所定の箇所に適切に設置されること

が重要な確認事項となる。以上から、本 F/U 協力の実施については、本邦コンサルタントが監

理を適宜行い、上記事項を確実に実行させる必要がある。以下に、本邦コンサルタントの業務

内容を記す。 

表 3-3 調達監理の業務内容 

項目 業務内容 

入札支援 

入札図書の精査 

入札図書の質問に対する回答、アメンドメントの作成 

入札会補助 

入札評価 

契約支援 

契約交渉 

資機材承認 

調達工程承認 

調達監理 

調達監理 

据付工事管理 

機材検収 

引渡し検査 

 

(5) 資機材調達計画 

1) 水中ポンプおよび中継ポンプ 

 水中ポンプおよび中継ポンプの調達については、メーカーまたは代理店が「エ」国に存

在することを原則とするが、「エ」国には代理店が数社存在することから調達に関する問

題はない。 

 交換部品は不要とする。 

 保証期間は 1 年間とする。 

2) 発電機 

 発電機の調達については、メーカーまたは代理店が「エ」国に存在することを原則とす

るが、「エ」国には代理店が数社存在することから調達に関する問題はない。 

 交換部品は 1 年分とする。 

 保証期間は 1 年間とする。 

3) 配管類 

 メーターや弁等の配管類の調達については、「エ」国市場で流通していることから調達に

関する問題はない。 

 交換部品は不要とする。 

 保証期間は不要とする。 
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4) HDPE 管溶接機 

 HDPE 管溶接機の調達については、代理店が「エ」国に存在しており、機材の供給およ

び初期操作指導の提供が可能であることから調達に関する問題はない。 

 交換部品は 1 年分とする。 

 保証期間は 1 年間とする。 

 

(6) 初期操作指導 

HDPE 管溶接機の使用にあたっては特定の技術が必要となることから、メーカーまたは代理

店の専門技術者による AWRB のオペレーターに対する初期操作指導を実施する。初期操作指導

は、現場での実地訓練を含むものとし、指導日数を 3 日以上とする。 

 

(7) 実施工程 

実施工程表を以下に示す。 

表 3-4 業務実施工程表 

機材発注

機材輸送 計　6.2ヵ月

据付工事

初期操作指導

検収・引渡し

5 6 71 2 3 4

 

 

(8) 相手国側分担事業の概要 

F/U 協力を実施するにあたり、「エ」国側に求められるプロジェクトに特化した項目は以下の

とおりである。なお、本項目は今後予定される協議「Scope of Work」内においても記載の上、

署名されることが望ましい。 

① 調達資機材の検収検査立会い 

② 調達機材および撤去機材の保管場所の確保 

③ 施設および調達機材の使用・維持管理状況に関するモニタリング体制の整備 

④ 実施機関または関連機関職員の人件費、日当旅費の負担 

⑤ 据付工事に係る用地の整備等 

⑥ 据付工事における安全上の情報収集および作業の安全確保 

⑦ 据付工事立ち上げ時、中間時、竣工時等の立会い 
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(9) プロジェクトの運営維持管理計画 

本 F/U 協力の運営維持管理体制は、AWRB、ワレダ水資源局および各対象町の水委員会が関与

する。以下に各組織の役割と活動内容を述べる。 

1) AWRB  

AWRB は、州全体のプロジェクトの計画・実施を担っており、また本 F/U 協力の実施機関で

もある。本 F/U 協力の実施後は、AWRB のうち給水部の維持管理課が施設の運営管理の責任を

負うことになる。ただし、施設は各対象町の水委員会に引き渡され、水委員会の自主的な活動

によって維持管理されるのが原則である。また、AWRB は、水委員会やワレダ水資源事務所で

は対応が難しい事項への支援やワレダ水資源事務所の能力強化の役割も担う。 

2) ワレダ水資源事務所 

ワレダ水資源事務所は、給水施設の保守点検、水委員会のモニタリング、AWRB への連絡・

報告の役割を担う。同事務所には技術工が在籍しており、水委員会と協力して施設の簡易な補

修等を行うほか、必要に応じて水委員会の改善指導を行う。 

3) 水委員会 

給水施設は、町民から選ばれた人員で構成される水委員会により運営維持管理されることが原

則である。よって、水委員会は、AWRB やワレダ水資源事務所の支援を受けて、給水施設の運

転や水道料金の徴収と資金管理を行う役割を担う。しかし、本調査で確認したところ、水委員

会の活動実態がない、または能力不足により機能していない町が存在した。そのような町では

水委員会に代わってワレダ水資源事務所が施設の運営維持管理を行っていた。 

上述のとおり、対象町における現状の運営維持管理体制は適切とは言えず、運営維持管理体制

の強化ならびに水委員会の能力強化が望まれる。 

 

(10) プロジェクトの概略事業費 

本 F/U 協力を実施する場合に必要となる概略事業費は下記のとおりである。 

F/U 協力の概略事業費：27,915 千円 

積算時点：平成 28 年 1 月 

為替交換レート：1ETB＝5.78 円（平成 27 年 10 月から 12 月の 3 ヵ月平均） 
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第 4 章  プロジェクトの評価 

4.1  F/U 協力実施のための前提条件 

本 F/U 協力実施のための前提条件は、以下のとおりである。 

① 気候変動や大干ばつによって、地下水の賦存量が著しく減少しない。 

② 急激な物価変動、為替変動、通貨危機等や周辺諸国の深刻な情勢変化が起こらない。 

③ 「エ」国の治安情勢が F/U 協力遂行に支障をきたすほど不安定にならない。 

④ F/U の実施に係る先方負担の予算を確保するため、「エ」国側において適切な措置が行わ

れる。 

 

4.2  F/U 協力全体計画達成のために必要な相手方投入事項 

本 F/U 協力による効果を発現・持続するために相手国が取り組むべき事項は以下のとおりで

ある。 

① ウェデラゲの生産井の電化事業が実施される。 

② F/U 協力の実施に際し、AWRB 担当者およびワレダ水資源事務所担当者が適切かつ定常

的に配置される。 

③ AWRB およびワレダ水資源事務所の運営維持管理体制が適切に機能する。 

④ すべての対象町において水委員会が設立され、運営維持管理活動が適切に実施される。 

 

4.3  F/U 協力実施の妥当性 

本 F/U 協力の実施については、以下の内容から妥当であると判断される。 

① 当初案件で建設された給水施設は一部に不具合があるものの、実施機関の自助努力によ

り維持管理が行われ活用されている。 

② 不具合がある機材についてはメンテナンスサービスおよび交換部品の供給を受ける必要

があるが、「エ」国にメーカーまたは代理店が存在しないため、AWRB だけでは確実な

メンテナンスが行えない状況にある。 

③ AWRB の予算や人員は限られていることから、州全体における給水施設の整備・維持管

理が適時に実施できていない。一方で、対象町では水需要が増加していることもあり、

給水施設の緊急的整備の必要性が高く、休止または不具合がある施設の機能復旧が急務

とされる。 

 

上述のとおり、対象町の課題を AWRB の自助努力のみで対処するには、予算面、体制面で限

界がある。また、本 F/U 協力を実施することにより当初案件で建設した給水施設が有効活用さ

れることが見込まれるため、F/U 協力の実施は妥当と判断できる。 
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１．調査団員･氏名 





 

 

１．調査団員･氏名 

現地調査（2015 年 11 月 29 日～2016 年 1 月 16 日） 

氏名 担当業務 所属 

磯辺 良介 総括 JICA 資金協力業務部実施監理第三課

村上 敏雄 村落給水 JICA 国際協力専門員 

阿部 武司 業務主任／施設計画／調達／積算 国際航業株式会社 

田中 正利 地下水開発（井戸診断） 国際航業株式会社 
 





 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．調査行程 





 

 

２．調査行程 

現地調査（2015 年 11 月 29 日～2016 年 1 月 16 日） 

総括 村落給水
業務主任／施設計画／

調達／積算
地下水開発

磯辺　良介 村上　敏雄 阿部　武司 田中　正利

1 11月29日 日 移動（東京→） 移動（東京→） 移動（東京→） 移動（東京→）

2 11月30日 月 移動（→アディスアベバ） 移動（→アディスアベバ） 移動（→アディスアベバ） 移動（→アディスアベバ）

3 12月1日 火 JICA事務所訪問、水・灌漑・エネルギー省表敬 JICA事務所訪問、水・灌漑・エネルギー省表敬 JICA事務所訪問、水・灌漑・エネルギー省表敬 JICA事務所訪問、水・灌漑・エネルギー省表敬

4 12月2日 水 移動（→セメラ）アファール州水資源局表敬 移動（→セメラ）アファール州水資源局表敬 移動（→セメラ）アファール州水資源局表敬 移動（→セメラ）アファール州水資源局表敬

5 12月3日 木 現地踏査 現地踏査 現地踏査 現地踏査

6 12月4日 金 現地踏査, IC/R協議 現地踏査 現地踏査, IC/R協議 現地踏査, IC/R協議

7 12月5日 土 現地踏査 現地踏査 現地踏査 現地踏査

8 12月6日 日 現地踏査 現地踏査 現地踏査 現地踏査

9 12月7日 月 IC/R協議 IC/R協議 IC/R協議 AWRB保有機材、技術力の確認

10 12月8日 火 ミニッツ署名 ミニッツ署名 ミニッツ署名 現地踏査

11 12月9日 水 移動（→アディスアベバ→）、JICA事務所報告 移動（→アディスアベバ）、JICA事務所報告 移動（→アディスアベバ）、JICA事務所報告 現地踏査

12 12月10日 木 移動（→東京） 移動（→東京） 再委託見積り依頼 現地踏査

13 12月11日 金 再委託見積り回収・評価選定 現地踏査

14 12月12日 土 再委託契約 現地踏査

15 12月13日 日 資料整理 現地踏査

16 12月14日 月 市場調査 現地踏査

17 12月15日 火 市場調査 現地踏査

18 12月16日 水 移動（→セメラ）、資料整理 資料整理

19 12月17日 木 現地踏査 現地踏査

20 12月18日 金 現地踏査 現地踏査

21 12月19日 土 現地踏査 資料整理

22 12月20日 日 現地踏査 孔内洗浄、揚水試験管理

23 12月21日 月 現地踏査 孔内洗浄、揚水試験管理

24 12月22日 火 現地踏査 孔内洗浄、揚水試験管理

25 12月23日 水 現地踏査 孔内洗浄、揚水試験管理

26 12月24日 木 他ドナーに関する調査 孔内洗浄、揚水試験管理

27 12月25日 金 AWRB保有機材、技術力の確認 孔内洗浄、揚水試験管理

28 12月26日 土 資料整理 孔内洗浄、揚水試験管理

29 12月27日 日 資料整理 孔内洗浄、揚水試験管理

30 12月28日 月 維持管理体制にかかる調査 孔内洗浄、揚水試験管理

31 12月29日 火 維持管理体制にかかる調査 孔内洗浄、揚水試験管理

32 12月30日 水 AWRBの体制、予算等の調査 孔内洗浄、揚水試験管理

33 12月31日 木 AWRBの体制、予算等の調査 孔内洗浄、揚水試験管理

34 1月1日 金 調査結果概要の説明（AWRB） 孔内洗浄、揚水試験管理

35 1月2日 土 移動（→アディスアベバ）、資料整理 孔内洗浄、揚水試験管理

36 1月3日 日 資機材市場調査 孔内洗浄、揚水試験管理

37 1月4日 月 資機材市場調査 孔内洗浄、揚水試験管理

38 1月5日 火 資機材市場調査 孔内洗浄、揚水試験管理

39 1月6日 水 調査結果概要の説明（JICA） 孔内洗浄、揚水試験管理

40 1月7日 木 資機材市場調査 孔内洗浄、揚水試験管理

41 1月8日 金 資機材市場調査 孔内洗浄、揚水試験管理

42 1月9日 土 資料整理 孔内洗浄、揚水試験管理

43 1月10日 日 資料整理 孔内洗浄、揚水試験管理

44 1月11日 月 移動（アディスアベバ→） 孔内洗浄、揚水試験管理

45 1月12日 火 移動（→東京） 孔内洗浄、揚水試験管理

46 1月13日 水 移動（→アディスアベバ）、資料整理

47 1月14日 木 資料整理

48 1月15日 金 移動（アディスアベバ→）

49 1月16日 土 移動（→東京）

日
順

日
付

曜
日

官側 コンサルタント団員

 





 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．関係者（面談者）リスト 





 

 

３．関係者（面談者）リスト 

(1) The Water Resources Bureau, the Afar National Regional State (AWRB) 

（アファール州水資源局） 

Bureau head Mr. Mohanmmed Lale 

Acting bureau head  Mr. Walaq Witikka 

Water supply core process owner  Mr. Abdurazok Mohammed 

Water resources administrator core process  Mr. Abdulaziz Musa 

Acting water supply core process owner  Mr. Sedik Mohammed 

Electro-mechanical technician Mr. Nuru Hussien 

Electro-mechanical technician  Mr. Ephrem Beyene 

 

(2) Ministry of Water, Irrigation and Energy (MOWIE) （水、灌漑、エネルギー省） 

Water supply and sunitation directorate director Mr. Nuredin Mohammed 

Technical supporter for AWRB Mr. Kamil Shemsu 

 

(3) Gubi Dowra Woreda Water Resorce Office （グビドゥラ ワレダ水資源事務所） 

Expert Mr. Amare Arbesa 

 

(4) Kelewan Woreda Water Resorce Office （ケレワン ワレダ水資源事務所） 

Office head Mr. Yasine Ali 

 

(5) Nemelefen Woreda Water Resorce Office （ケレワン ワレダ水資源事務所） 

Acting office head Mr. Said Aliwarii 

Mechanic Mr. Abdu Mohammed 

 

(6) Wederage Woreda Water Resorce Office （ウェデラゲ ワレダ水資源事務所） 

Office head Mr. Ebade Mohammed 



 

 

Mechanic Mr. Hassan Abdula 

 

(7) Kumami Woreda Water Resorce Office （クマミ ワレダ水資源事務所） 

Office head Mr. Hussen Ferura 

 

(8) UNICEF Afar （ユニセフ アファール事務所） 

WASH officer Mr. Fikadu Tadesse 

 

(9) JICA エチオピア事務所 

次長 田中 宏幸 

企画調整員 高橋 逸郎 

Program Officer Mr. Ephrem Fufa Leta 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４．討議議事録（M/D） 

























 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５．揚水試験結果 

 





1. ケレワン 

1.1. 段階試験 

予備試験の結果から、最少揚水量は 3.0 L/sec、最大揚水量は 6.7L/sec とした。最大揚水

量の水位変動を見ると、揚水開始前の静水位 25.69m1に対して、最大動水位は 31.73m であ

り、揚水経過時間とともに安定することが判明した。また、水位降下量も 6.04m と比較的

小さかった。動水位と揚水時間の関係は下図に示される通り、揚水量 5.0L/sec と 6.7L/sec の

間で一時直線に微妙な傾斜が現れるが、総じて一次直線の延長上にあると考えられる。従

って、6.7 L/sec の揚水量では限界揚水量点に達していないものと考えられ、この井戸の限界

揚水量は 6.7 L/sec よりも大きいものと推測される。 

 

図 1 水位降下量と揚水量の関係(S-Q カーブ) 

 

1.2. 連続試験 

段階試験の結果から、連続試験の揚水量を 6.7 L/sec とした。静水位は 25.65m であった。

揚水に伴う地下水の変動水位を下図に示す。780 分目から揚水停止の 1440 分目までは地下

水の動水位が 31.94m から 31.98ｍの範囲にあり、リバウンドしながら、この動水位範囲か

ら逸脱しなかった。この結果、Kelewan の井戸は揚水量 6.7L/sec で長時間の揚水をしても、

動水位は深度 31.9ｍ付近で安定的に継続することが判明した。 

                                                        
1 本資料の水位はすべて管頭からの水位 
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図 2 24 時間連続揚水試験の水位変動 

1.3. 回復試験 

揚水停止後の回復水位は停止 60分目で開始前水位の 97.9%の水位回復、120分目で 98.8％

の水位回復が確認できた。以上から揚水量 6.7 L/sec での長時間揚水でも地下水位の回復が

非常に速いことが確認できた。 

 
図 3 回復試験の図解法 

 

尚、揚水試験で得られた Kelewan 井戸の帯水層の水理常数は凡そ次の通りであった。 

比湧出量：44.38 m3/day/m 

透水係数：3.442E-3 cm/sec 



2. ネメレフェン 

2.1. 段階試験 

予備試験の結果から、最少揚水量は 1.01 L/sec、最大揚水量は 2 .5 L/sec とした。揚水量

毎の水位変動を見ると、揚水開始前の静水位 9.50m に対して、揚水量 2.0L/sec で 24.39ｍ、

揚水量 2.5L/sec で 41.70ｍとなり、揚水量 2.0L/sec と揚水量 2.5L/sec では 2 倍の水位変動を

示した。以上の水位降下量と揚水量の関係（S-Q カーブ）を下図に示す。 図が示すとおり、

段階試験での最大揚水量 2.5 L/sec でも限界揚水量点に到達していない事が読み取れる。 

 

図 4 水位降下量と揚水量の関係(S-Q カーブ) 

2.2. 連続試験 

段階試験の結果から、連続試験の揚水量を 2.0 L/sec とした。静水位は 9.10m であった。

揚水に伴う地下水の変動水位を下図に示す。540 分目から揚水停止の 1440 分目までは地下

水位が 28.33m から 28.72ｍの範囲でリバウンドしながらこれ以上の地下水位低下は起きな

かった。Nemelefen の井戸は揚水量 2.0 L/sec で長時間の揚水をしても、動水位 28ｍ付近で

安定的に継続することが判明した。 



 

図 5 24 時間連続揚水試験の水位変動 

2.3. 回復試験 

揚水停止後の回復水位は停止 60 分目で開始前水位の 85.78%回復、120 分目で 99.2％の水

位回復が確認できた。以上から揚水量 2.0 L/sec での長時間揚水でも地下水位の回復は非常

に速いことが確認できた。 

 
図 6 回復試験の図解法 

 

尚、揚水試験で得られた Nemelefen 井戸の帯水層の水理常数は凡そ次の通りであった。 

比湧出量：4.49 m3/day/m 

透水係数：2.618E-4 cm/sec 

 

 



 

3. ウェデラゲ 

3.1. 段階試験 

予備試験の結果から、最少揚水量は 0.38 L/sec、最大揚水量は 1.81 L/sec とした。最大揚

水量の水位変動量を見ると、揚水開始前の静水位 20.95m に対して、動水位は 58.52m で、

揚水時間の経過とともに地下水位はほぼ安定傾向にあることが分かった。動水位と揚水時

間の関係図が示すとおり、段階試験での最大揚水量 1.81 L/sec でも限界揚水量点に到達して

いない事が読み取れる。 

 

図 7 水位降下量と揚水量の関係(S-Q カーブ) 

3.2. 連続試験 

段階試験の結果から連続試験の揚水量を 1.81 L/sec で実施した。静水位は 20.95m であっ

た。揚水に伴う地下水の変動水位を下図に示す。420 分目から揚水停止の 1440 分目までは

動水位が 57.31m から 58.52ｍの範囲で微小なリバウンドを繰り返ししながら、これ以上の

地下水位低下は起きなかった。Wederage の井戸は揚水量 1.81 L/sec で長時間の揚水をしても、

動水位はリバンドしながら深度 57.31ｍから 58.52m で安定的に継続することが判明した。 



 

図 8 24 時間連続揚水試験の水位変動 

3.3. 回復試験 

揚水停止後の回復水位は 60 分目で開始前水位の 92.4%回復、120 分目で 94.0％の回復、

360 分目で 97%の回復が確認できた。以上から揚水量 1.81 L/sec での長時間揚水でも地下水

位が 6 時間で回復することが確認できた。 

 
図 9 回復試験の図解法 

 

尚、揚水試験で得られた Wederage 井戸の帯水層の水理常数は凡そ次の通りであった。 

比湧出量：2.01 m3/day/m 

透水係数：1.383E-4 cm/sec 
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